







































































本他編『英語学・英語教育研究事典』(p.368) によれば、Bloom, Hastings, 
& Madaus が 1971 年の Handbook of Formative and Summative Evaluation of 
Student Learning (Mcgraw-Hill)で形成的評価の意義を明確にしたとの記述
があるが、大内他編『講座・英語教育工学 5 研究と評価』(1973, pp.19-20) 
には、それに先立つ 1965 年に L. J. Cronbach が “The New Demands on the 
Curriculum Evaluator” と題して Stanford University で行った講演でその重






































3 Crystal (2003), The Cambridge encyclopedia of the English language. p.107. 














(p.5)。Celce-Murcia et al. (2010, p. 11) は Teaching Pronunciation と題したコ
ースブックで North American English (NAE)を中心に取り上げるとしてい
る。その理由として北米での英語使用状況7と共に (3) it is a variety that has 
gained a strong foothold in much of the world, where English is taught as a foreign 














7 (1) It represents our own variety and that of most of the teachers we train; (2) it is the target 
variety of the many ESL students living, studying, or working in North America; 
8 毎学期、授業を始めるにあたり学生にこれまでの発音学習の状況と目標についてのアン
ケートを実施している。その中で「模範的なネイティブスピーカーのように流暢に話し
たい」という項目をあえて加えているが、Yes, Rather Yes, Rather No, No の 4 択による回
答結果、Yes を選んだ学生は 2019 年度前期のアンケートでは、2 クラス合計 72 名中の
67 名、Rather Yes を選んだ学生は 5 名となっており、全員である。外国語大学で英語を
専門に学び、将来はプロとして英語を使う職業に就きたいと考えている学生も多いこと
がこうした高い目標設定を選んだ意識につながっていると考えられる。 









































10 明瞭性 (Intelligibility) について、Celce-Murcia et al. (2010, p. 274) は “Intelligibility 
does not refer to a complete lack of accent but rather an accent (which we all have no matter  
which variety of English we speak) that does not distract the listener. As such, intelligibility 
becomes a goal for all speakers of English, not just nonnative ones.” と述べている。 
11『高等学校学習指導要領(平成 30 年告示)解説』外国語編・英語編 p. 127、『中学校学習










よる Better English Pronunciation や今井邦彦『ファンダメンタル音声学』
などを紹介している。教科書『カプセル英語発音』にはアメリカ英語とイ





教科書は 24 章あるため、基本的に 1 回の授業で 2 章分を扱う。表 1 は
授業回数ごとに扱う教科書の内容と中間成績返却のタイミングを示した





表 1 授業回とその内容 
授業回 教科書の章 中間成績返却 
第 1 回 英語発音の諸問題、どのような英語を学ぶか  
第 2 回 イのグループ、エのグループ  
第 3 回 アのグループ、アのグループ  
第 4 回 アのグループ、オのグループ  
第 5 回 ウのグループ、弱母音  
第 6 回 破裂音、破裂音 第 1 回中間成績返却 
第 7 回 破裂音、摩擦音  
第 8 回 摩擦音、摩擦音  
第 9 回 摩擦音、破擦音  
第 10 回 破擦音、鼻音 第 2 回中間成績返却 
第 11 回 接近音、接近音  
第 12 回   
第 13 回 連結関連、ストレス、イントネーション  
第 14 回 リズム、授業のまとめ、試験説明 第 3 回中間成績返却 
第 15 回 期末筆記試験  



















時間として最後に 5 分の余裕を持たせて計画しているためである。 
 
表 2 一回の授業の進行計画 
時間 活動の内容 
5 分 授業開始の挨拶と授業への導入 
5 分 宿題の Dictation の答え合わせと提出 
5 分 出席を取り前回の録音のフィードバック返却、学生はポートフォリオに記入 
10 分 発音上、注意する点を解説した後、優秀な録音を教室で再生 
35 分 教科書を用いて発音についての理論を学び、発音練習を行う 
15 分 録音課題に各自で個別に取り組み練習、最後に一斉録音する 





Celce-Murcia et al. (2010, pp.9-19) は 10 の発音教育手法14を示しているが、
その中の 6. Tongue twisters や 9. Reading aloud / recitation、10. Recordings of 
 
12 LL 教室はアンペール社による簡易デジタル LL の「AdiLL-100」システムである。 
13 主に用いるのはモーツァルトの「ハフナーセレナード K.250」。 
14 1. Listen and imitate / 2. Phonetic training / 3. Minimal-pair drills / 4. Contextualized minimal 
pairs / 5. Visual aids / 6. Tongue twisters / 7. Developmental approximation drills / 8. Practice 
of vowel shifts and stress shifts related by affixation / 9. Reading aloud / recitation / 10. 






10 について  “Audio and video recordings of rehearsed and spontaneous 
speeches, free conversations, and role plays. Subsequent playback offers 































































16 このデジタル LL システムで用いる音声データ形式は、16bit の 22.05kHz のモノラルの







18 2007 年に筆者が参加した SIT Summer Training での配布資料から作成。元の資料では
“unconsciously unskilled” “unconsciously skilled”と記載されていたが、この“unconscious”
という語は Cambridge Dictionary (https://dictionary.cambridge.org/)によれば、“in the state 
of not being awake and not aware of things around you, especially as the result of a head injury”
と示されていることから、この図の「無意識下の」という意図を明確に示す“subconscious” 
(“relating to thoughts and feelings that exist in the mind and influence your behavior although 




























・Excellent! (Yes! You’ve done a good job.)        10 
・Very Good! (But you could still improve.)  9 
・Good! (Find some points for further improvement.) 8 
・Fair (Nice try, but you could be much better.)  7  
・OK (Nice try, but go back and check the basics.)  6 




19 Celce-Murcia (2010, p.276) は “when faced with the question of which accent or model we 
choose, teachers are encouraged to expand the focus of instruction by imagining the multiple 
speaking situations their learners might face in the future.” とし、続けて Scales et al. (2006, 
p.735) を引用し  “... having English-language learners “hear, analyze, and compare key 
features among a variety of accents. Such an approach would address both intelligibility and 
listening comprehension, increasing communicative flexibility and respect for accent 




























図 3 録音評価を記入したワークシートの例 
 
 図 3 はワークシートの例である。授業に参加してしっかりと練習に取
り組んだ上で録音した学生の音声の平均的な評価を 8 としている。さら
に改善を求めたい場合はその程度により 7.5、あるいは 7 などをつける。
一方、平均よりも優れた点が認められる録音については 8.5、あるいは 9
など、より上位の評価を行う。一クラス 38 人のうち、9 点を得る学生の











































































































































を一週間に 2 クラス分担当しており、学生数の合計は 2 クラスで 70 名を
超える。これらの項目を効率よく的確にそして継続的に記録していくため
にコンピュータによる成績処理ソフトを用いている。具体的には米国
Orbis Software 社の Easy Grade Pro というソフト21で、筆者が 1998 年度か





























リー設定は Attendance、Homework、Performance、Test & Quiz などがあり、
総合得点を計算する際の 100 点満点での重みづけ配分設定もできる。 
この画面の他にも出席状況の確認のための画面もある。その画面では欠
席や遅刻を EA (Excused Absence), UA (Unexcused Absence), ET (Excused 
Tardy), UT (Unexcused Tardy)などに区別して入力できる。また実際の教室
の机の配置に合わせてカスタマイズした座席表をレイアウトして印刷す

































同様に印刷した成績表は 9 回目までの授業結果を含めたものを第 10 回














 第 2 回目の中間成績返却は第 10 回目の授業時であることから、授業回
数の上では既に半分を超えている。最終の筆記試験は残しているものの、
通常の学習内容の範囲でそれまでの学習成果と残りの授業の間に修正可
能な部分を認識することができる。第 3 回目の返却は第 14 回目の授業で
行う。これは第 15 回目に期末筆記試験を行う直前の返却で、筆記試験を
除いた他の項目の総括に相当する成績となる。 






























































表 3 当該授業の授業評価アンケート結果 
年度 クラス 回答学生数 総合評価点 (5 点満点) 
2008 専攻英語 I 発音 A 42 4.7 
2009 専攻英語 I 発音 B 35 4.8 
2010 専攻英語 I 発音 D 36 4.8 
2011 年度から 2013 年度は校務の関係で当該授業担当なし 
2014 専攻英語 I 発音 D 39 4.82 
2015 専攻英語 I 発音 B 34 4.68 
2016 
専攻英語 I 発音 D 34 4.91 
(2 部)専攻英語 I 発音 A 29 4.69 
2017 
専攻英語 I 発音 A 35 4.77 
専攻英語 I 発音 D 34 4.68 
2018 
専攻英語 I 発音 D 35 4.63 
専攻英語 I 発音 A 37 4.97 
 
 ここに見られるように総合評価点は安定して 4 点台の後半を維持して
おり、学生から高い評価を得ていることが分かる。最も高い 4.97 の総合
評価を得た 2018 年度の発音 A クラスによるアンケートの自由記述欄には
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